
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

「島スクエア」は、平成 20 年度文部科学省科学

技術振興調整費事業（現在は科学技術戦略推進費）

地域再生人材創出拠点の形成「山海空コラボレー

ションみかん島再生クルー」と題して採択された

プロジェクトの愛称である。このプロジェクトは

人口減少と高齢化が進む地域で起業家を養成し、

それぞれが得意とする能力を生かして事業に結び

つけ、地域再生につなげようという試みで、地元

の自治体と起業家および諸団体と協力して進めて

きた。これまでの活動について様々な報告が成さ

れ、本年度で予算最終年度の５年目を迎える[1]-[9]。 

我々が実施しているのは、起業や新たな事業展

開を目指す人材を養成するための講座と、修了生

など意欲のある人が活動できる仕組みづくり（修

了生支援）である。中でも、商品開発起業コース

は、地元の地域資源を活用した商品や道具を開発

し、新たな起業や事業展開を考えている人を対象

とした講座で、今年で４年目となる [6]。１年目は

７組（10 名）、２年目は８組（９名）、３年目は９

組（11 名）が修了し[1]- [3]、その内の７組（11 名）

が販売活動などを行っている。 

本論文では、最終年度を迎えた商品開発起業コ

ースの方針と修了生支援の実施状況について紹介

し[10]、事業継続のため設立した「島スクエア起業

教育研究センター」と今後の展望について述べる。 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.商品開発起業コースの方針と実施状況 

２．１ 方針 

 ４年目を迎える商品開発起業コースは、これま

での２年間と同じ方法で行う。 

①講義内容：商品テーマを特に設けず、一般的な

商品開発の基礎知識を学び、受講生が互いに試作、

評価を繰り返しながら自分で商品を形にしていく

ことで、商品開発の手法を修得する。 

②実施時期：6 月から 9 月の４ヶ月。全 13 回。木

曜 19:00 から 21:30 までとする。 

③講師：受講生が目指す商品テーマに応じて決め

る。おおむね「食べ物」と「ものづくり」に関係

した講師でほとんどカバーできる。 

④修了要件：80%以上の出席（4 回まで DVD を見て

レポート提出で可）。修了発表と発表資料の提出。 

⑤受講生の募集：周防大島町ほか 1市 3町の広報、

本校での説明会 3 回。 

⑥説明会資料：パンフレット、島スクエア会報、

志願書、受講上のお願い、カリキュラム。 

受講生の決定に際し、来年度も講座実施が行え

るか不明なため希望者は全て受け入れ、その結果、

受講生は例年の２倍以上の 22 組（28 名）となっ

た。また、志願者との面接の時間を基本的に受講

説明会の終了後に行う形とし、受講希望者に来校

していただく時間を減らした。 
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２．２ 実施状況 

講義の様子を図１、カリキュラムを表１に示す。 

 

 
図１ 講義の様子 

 

表１ 商品開発起業コースカリキュラム 

 

 

今年度は受講生が多いため、視聴覚室や情報教

育センターなど広い教室を使用した。また、受講

生の商品企画などを発表する時間や試作のアドバ

イス、講師との個別相談の時間が十分とれず、補

講を追加し、修了発表を２回に分けるなどして対

応している。日程的にはまだ講座を終えていない

が、21 組（27 名）の修了を見込んでいる。 

 

３．修了生支援の仕組みづくり 

 島スクエアとしてこれまで行ってきた起業支援、

修了者支援の実施状況を表２に示す。 

起業相談会は、受講生、修了生を地元の起業家、

商工会や観光協会、NPO 代表者など戦略委員と相

談する時間を設けるもので、起業家養成基礎コー

スの講義や修了生の集まる機会にグループ相談や

個別相談の形で行っている。 

ニュースレターは、修了生、戦略委員のメール

アドレス登録者へ、起業や今後の事業展開に役立

つ情報を、電子メールで一斉に配信するサービス

で、平成 22 年度から続けている。なお、メールを

使えない方もいらっしゃるので、重要な事項は、

郵送するようにしている。 

特別講義や講演会は、講座の講義では不足した

内容を補足する目的で開設したものであるが、単

に必要な知識を得るだけでなく、これまでの修了

生と受講生が一緒に過ごす時間を持ち、知り合う

機会となり、今後の起業や事業展開に生かせるこ

とを期待している。内容は、財務会計、Web 基礎、

ものづくり紹介、自然体験リーダ資格取得のため

の講座などである。 

フォーラムは表向きには本プロジェクトの年次

報告会であるが、その年の修了生による口頭発表

や修了生のポスター発表、商品試食・販売など、

修了生にとって自分をＰＲする良い機会でもある。

見学に来られた方の意見やアドバイスを聞いて知

り合いを作るなど、修了者支援につながると考え

ている。 

また、地域の賑わいの拠点づくりと修了生のテ

スト販売を行う実践の場を設けるため、地元漁協

と修了生、地元の方が協力して「安下庄海の市」

を始めた。 

 

表２ 修了者支援の実施状況 
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図２の写真は、その様子である。 

現在は、漁協の青年部などを中心とした実行委

員会が毎月第４日曜に開催し、9 月で 11 回を迎え

た。平均的に約 700 人の人出がある。 

一方、修了生の今後のためには互いに助け合っ

て活動できる、ネットワーク作りが不可欠である。

その足掛かりとして２月に、修了生の情報交換会

を開催し、50 名以上が参加され、ポスター展示や

自分の商品を持ち寄り、近況報告などを行った。

現在、修了生の中でネットワークの拠点づくりに

協力いただける４名の方に戦略委員として入って

いただき、今後の島スクエアについて意見をうか

がいながら、ネットワーク作りを進めている。 

 

 

図２ 安下庄海の市 

 

４．島スクエア起業教育研究センターの設立 

平成 25 年度以降の島スクエア事業継続のため、

昨年（平成 23 年）10 月、周防大島町から旧山口

県立田布施農業高等学校大島分校の実習棟の一部

を借り受け、起業教育センターとして利用するこ

とが考えられた。図３は、旧田布施農業高等学校

大島分校の外観である。 

この旧分校跡地は、地元の７団体が利用してお 

 

 

図３ 旧田布施農業高等学校大島分校の外観 

 

り、図３の写真右の旧校舎エリアは、高齢者向け

住宅やデイサービス、ケアハウスとして利用され

る。また、奥の温室では果樹栽培、他の建物では

ＮＰＯ法人事務所や資料館、科学体験教室などの

利用が予定されている。 

 センターの目的は島スクエアの理念である「起

業や新たな事業展開を目指す意欲的な人材を養成

し、それぞれの得意とする能力を生かして事業に

結びつけ、地域再生につなげようという取り組み」

を行う拠点であり、修了生や受講生、ＮＰＯ法人

など地域の方々と一緒に使っていきたいと考えて

いる。今年４月、本校の施設として正式名称「島

スクエア起業教育研究センター」が認められた。

島スクエア起業教育センターの外観を図４に、入

口の写真を図５に示す。 

 図４のように旧実習棟の西側、１階の２部屋と

２階の２部屋を借り、１階は実験店舗と展示室、

２階は管理室と講義室として利用する。遅ればせ

ながら周辺の工事なども一段落し、利用に向けて

の修了生との意見交換会を 10 月に、開所式と「ふ

れあい市場」を 11 月から行う予定である。 

 

 

図４ 起業教育研究センターの外観 

 

 

図５ 起業教育研究センター入口 
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これからの活動内容は確保できる予算により規

模が変わるが、目指す内容は次のとおりである。 

(1)講座の実施 

昨年度実施した全講座を、表３に示す。 

これまでの講座を同様に開設するのは難しいの

で、短期集中の講座や本校の教育研究を生かしや

すい商品開発などの講座の実施を考えている。 

(2)起業や商品開発の支援 

起業や商品開発、地域資源などの情報提供、簡

単なアドバイス、適切な関係機関の紹介を行う。

また、起業や新たな事業展開を考えている方に役

立つ講演や講習、修了生、受講生や様々な方との

交流の場の提供を行う。１階の実験店舗で商品の

テスト販売を行ったり、様々なサービスを実際に

試したりして、収益が見込めるか判断するための

試行の場とする。 

(3)地域再生につながる専門分野の実践 

本校教員などの専門を生かし、教育、研究、情

報の整理・公開、方策の提案など実践の場とする。 

(4)地域交流、賑わいの場 

ふれあい市場を定期的行い、地元の産品なども 

 

表３ 平成 23 年度全講義 

 

 

販売し、集客できるようになれば理想である。ま

た、自分の得意なことを披露したり、もの作り、

科学体験、学べるゲームなど、子供からお年寄り

まで遊びながら学べる場としていく。実験店舗を

機能させるためには、人が集まる必要がある。 

 

５．おわりに 

 講座に毎回のように試作品を持って来られる方

など、意欲的な人が多いことに感心している。島

スクエアの活動は、意欲的な人が自立して活動で

きる仕組みづくり、情報提供、人を結びつけるこ

とであると感じている。 

 島スクエア起業教育研究センター運用について

は多方面と調整しながら、着実に整備して行きた

いと考えている。 
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